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図 34　W 調査区 加工骨角 4（縮尺＝1/3）

0 10cm（１／３）

43・44・45・47・49・50：W調査区 5G
46：W調査区 4G
48：W調査区 6・7G
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図 35　J 調査区 加工骨角（縮尺＝1/3）

0 10cm（１／３）

51 ～ 53・57・59：J 調査区 1G
54 ～ 56・58・60 ～ 65：J 調査区 3G
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表８　骨角器・加工骨角観察表（1）

挿図
番号

報告
番号

調査
区

グリッド 出土遺構等 器種 部位
最大長
(㎜ )

最大幅
(㎜ )

厚さ
(㎜ )

重量
（ｇ）

分類群 備　　考
管理
番号

31 1 W 5G 包含層 刻骨 鹿角（先端枝） (116.0) (23.5) (17.5) 23.7 シカ 片側を破損、側面に刻線 0001

31 2 W 5G 包含層
ヤス先

（無鉤式）
鹿角（枝部） (54.0) (10.5) (7.5) 3.0 シカ

ケズリで整形後、全体を研磨、
片面に海綿質残る

0002

31 3 W 6･7G 東 包含層
ヤス先

（無鉤式）
鹿角 (60.0) (8.0) 8.0 2.2 シカ

断面円形、基部に低い段形成、
縦方向のケズリ

0008

31 4 W 5G 包含層
ヤス先

（有鉤式）
鹿角 (40.5) (19.0) (10.5) 4.8 シカ

被熱により黒色化、片面に海
綿質残す

0004

31 5 W 6･7G 東 包含層 ヘラ状 鯨骨（肋骨） (195.0) (63.0) 19.0 93.5 クジラ
基部片側に突起作りだし、ケ
ズリＢによる整形

0006

31 6 W 5G 包含層 不明 中手 or 中足骨 (31.0) (13.0) (6.0) 2.6 シカ
骨幹部を縦割りして使用、片
方の断面は研磨

0003

31 7 W 6･7G 東 包含層 不明 鹿角 (35.0) 20.0 4.8 2.6 シカ
板状に成形、網針（未成品）
の可能性、表裏面を研削

0007

31 8 W 8G 包含層 ヘラ状 中手骨（L） 7.2 2.8 1.6 － シカ 近位寄りを縦位に半截 0065

31 9 W 6G 包含層 ヤス先 鹿角（角幹） (97.0) (19.0) (10.0) 13.3 シカ
鹿角の幹部を縦に半截した板
状素材を利用、下端に基部を
作出

0005

31 10 W 6･7G 東 包含層 尖頭状 鹿角（角幹） 116.7 23.4 16.0 21.6 シカ

角幹を打ち込みで切断、ケズ
リ B で厚みを削減、表裏面の
疣状突起除去、青谷上寺地ヤ
ス B類（未成品）の可能性

0052

31 11 W 5G 包含層 不明 鹿角（枝部か） 75.1 19.8 12.5 9.4 シカ
基部両側面に抉り（未成品）、
上下端に打ち込みによる切断
痕、全面を研磨

0043

31 12 W 4G 包含層 尖頭状 鹿角（角座） (96.8) 32.0 15.6 13.5 シカ

前頭骨から打ち込みで切断、
抉り込みで縦半裁（分割）、
ケズリ B、切創・擦痕多数あ
り、青谷上寺地の尖頭状骨角
器 C類に該当か

0027

31 13 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（角幹） 70.3 22.8 13.0 18.2 シカ

角幹の右外側、下端は打ち込
みで切断、抉り込みによる半
裁、内面はケズリ Bで平坦化、
上端は折れ

0064

31 14 W 6･7G 東 包含層 分割素材
中手骨（R）・後
面

78.9 (19.8) 14.6 10.3 シカ

近位部～骨幹部の外側の破
片、近位部と長軸方向に複数
の擦り切り痕、近位端に孔（直
径2.0㎜、未貫通）

0024

31 15 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（枝部） 53.0 19.6 15.7 6.1 シカ
鹿角の枝部を打ち込み切断、
抉り込みで半裁、表面研磨、
先端は打割で切断の可能性

0050

31 16 W 6･7G 東 包含層 切断素材 指骨（近位） 45.0 29.8 18.6 14.5 アシカ科
全体が被熱、骨端部除去の打
ち込み痕、No.0047と同一個
体の可能性

0046

31 17 W 5G 包含層 分割素材 指骨 (27.2) (23.7) (17.6) 6.8 アシカ科
全体が被熱、表裏面に擦り切
り痕、No.0064と同一個体の
可能性

0047

32 18 W 6･7G 東 包含層 切断素材 鹿角（枝部） 35.8 14.2 12.7 3.2 シカ
枝部の破片、先端を打ち込み
で切断、表面研磨

0060

32 19 W 5G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） 54.1 13.6 10.8 3.7 シカ
先端部破片、下端は打割で切
断の可能性

0036

32 20 W 4G 包含層 切断素材 鹿角（第3枝 R） (71.0) 26.0 14.5 12.4 シカ
第3枝を打ち込みで切断、ケ
ズリ B後に研磨

0028

32 21 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（分岐部） (56.5) 25.0 15.5 8.7 シカ 第3枝を打ち込み切断 0049

32 22 W 6･7G 東 包含層 切断素材 鹿角（枝部） 57.5 20.0 16.0 10.0 シカ
ケズリ B で成形か。先端部ケ
ズリ B 後に研磨、下端から孔
状に海綿骨を除去

0057

32 23 W 5G 包含層 切断素材 鹿角（第2枝） 67.0 17.0 15.0 6.9 シカ
先端を打ち込みで除去、表面
ケズリ後に研磨

0041

32 24 W 6･7G 東 包含層 切断素材 鹿角（先端枝） 93.0 27.0 18.0 22.0 シカ
打ち込みにより切断、表面ケ
ズリ

0062

32 25 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（第1枝 R） 106.5 60.4 26.6 32.6 シカ

下端を打ち込みで切断後に内
部の海綿骨除去、ケズリ B で
疣状突起を除去・整形後に研
磨

0058

32 26 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（先端枝 L） 143.1 39.4 26.0 28.2 シカ
第3分岐部を打ち込みで切断、
抉り込みで半截、第3枝切除

0053

32 27 W 6･7G 東 包含層 切断素材 鹿角（分岐部） 54.0 40.8 17.9 14.8 シカ
下端と枝部は打ち込みで切
断、部分的な研磨、

0059

32 28 W 6･7G 東 包含層 切断素材 鹿角R（第2枝 R） 74.1 26.9 14.1 11.0 シカ 打ち込みにより切断 0061

32 29 W 4G 包含層 鏨形 鹿角（第1枝 R） 80.0 33.0 21.5 26.1 シカ
分岐部から打ち込みで切断、
先端は打割後にケズリ

0025

32 30 W 5G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） 75.0 22.0 27.0 22.1 シカ
切断された先端部、両端を打
ち込みで切断

0034

32 31 W 4G 包含層 切断素材 鹿角（第1枝 R） 145.6 40.5 31.3 67.5 シカ
下端は打ち込みで切断、先端
などにケズリ、抉り込みによ
る分割痕跡（途中）

0026

33 32 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（分岐部） 93.4 35.6 19.1 17.5 シカ

下端を打ち込みで切断、抉り
込みにより半截、海綿骨を除
去、両面と切断面をケズリ B
と研磨で疣状突起除去

0055
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表９　骨角器・加工骨角観察表（2）

挿図
番号

報告
番号

調査
区

グリッド 出土遺構等 器種 部位
最大長
(㎜ )

最大幅
(㎜ )

厚さ
(㎜ )

重量
（ｇ）

分類群 備　　考
管理
番号

33 33 W 5G 包含層 分割素材 鹿角（枝部） 37.5 19.9 11.7 6.2 シカ

抉り込みにより半截、上下端
折れ、ケズリ・研磨により疣
状突起を除去か、被熱により
黒色化

0033

33 34 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（角幹） 51.1 24.7 13.7 15.4 シカ
上下端を打割、抉り込みで半
截、表面に研磨、被熱により
黒色化

0063

33 35 W 6･7G 東 包含層 分割素材 鹿角（角幹 L） 36.2 24.5 19.4 10.5 シカ
抉り込みで半截、表面にケズ
リ、被熱により黒色化

0056

33 36 W 5G 包含層 分割素材 鹿角 38.5 25.0 7.5 4.7 シカ
打ち込みで切断後に研磨、摩
耗著しい。

0040

33 37 W 5G 包含層 分割素材
鹿角（第1分岐
部 R）

49.9 45.0 21.5 17.1 シカ
上下端を打ち込みで切断、抉
り込みにより縦半截、打ち欠
きにより面形成

0035

33 38 W 4G 包含層 切断素材 鹿角（R） 216.4 67.8 47.5 120.0 シカ
下端は叩打で切断、先端は打
ち込みにより切除、上下端か
ら海綿骨除去

0029

33 39 W 6･7G 東 包含層 切断素材
鹿角（第1分岐
部 R）

54.4 34.7 21.8 23.9 シカ
上下端を打ち込みで切断、下
部に段形成、部分的な研磨

0048

33 40 W 5G 包含層 切断素材
鹿角（第1分岐
部 R）

66.8 66.5 26.2 30.6 シカ
下端と第1枝を打ち込みで切
断、内側海綿骨を除去、分岐
部に切創

0039

33 41 W 6･7G 東 包含層 分割素材
鹿角（第1分岐
部 L）

96.2 61.5 23.0 30.6 シカ
打ち込みによる切断、抉り込
みで縦半截、

0051

33 42 W 5G 包含層 切断素材 鹿角（L） 175.1 (115.9) 36.5 76.7 シカ
下端を（連続）叩打で切断、
側面に研磨か

0038

34 43 W 5G 包含層 分割素材
前頭骨 +角座骨
+角座+鹿角（L）

109.1 54.6 41.7 82.6 シカ

打ち込みにより頭蓋骨と角幹
から切断、角座直上の打ち込
み切断は未了、角幹は抉り込
みにより半截（未了）、角座
の疣状突起は打ち込みで切
除、被熱により一部黒色化

0031

34 44 W 5G 包含層 切断素材 鹿角 +角坐 32.9 28.4 19.0 8.1 シカ
上端を叩打で切断、抉り込み
により半截、表面はケズリ後
に研磨

0042

34 45 W 5G 包含層 切断素材 前頭骨 +角坐骨 63.0 39.8 32.5 34.6 シカ
打割により頭蓋骨から切断、
角坐骨側は打ち込みで切断、
ケズリ

0044

34 46 W 4G 包含層 切断素材
鹿角 +角坐骨 +
前頭骨（L）

127.3 57.8 51.2 131.3 シカ
上端は打ち込みで切断、角座
除去を目的とした多数の切
創、表面に研磨

0030

34 47 W 5G 包含層 切断素材
前頭骨 +角坐 +
鹿角（L）

97.3 80.9 57.5 161.3 シカ
角座直上を打ち込みで切断、
角坐最大径67.6㎜

0045

34 48 W 6･7G 東 包含層 切断素材
前頭骨 +角坐骨
+角坐+鹿角（R）

118.0 42.8 52.8 78.0 シカ
上下端を打ち込みで切断、角
座疣状突起を打ち込みで除去
後に研磨

0054

34 49 W 5G 包含層 切断素材
角坐骨 +角坐 +
鹿角（L）

91.9 46.0 41.3 81.5 シカ
打割で前頭骨から切断、上端
は打ち込みで切断

0032

34 50 W 5G 包含層 切断素材
前頭骨 +角坐骨
+角坐+鹿角（L）

156.4 61.0 52.7 192.2 シカ
上下端を打ち込みで切断、表
面に研磨

0037

35 51 J 1G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） (29.5) (15.5) (12.5) 2.3 シカ
下端を打ち込みで切断、器面
を研磨

0012

35 52 J 1G 包含層 分割素材 鹿角（枝部） (49.0) (24.0) (18.5) 10.2 シカ
上下端を打割で切断、ケズリ
B後に研磨

0013

35 53 J 1G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） (73.0) 21.5 (20.5) 17.7 シカ 下端を打ち込みで切断 0011

35 54 J 3G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） 69.6 16.8 15.8 8.9 シカ
下端を打ち込みで切断、表面
をケズリ

0021

35 55 J 3G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） (61.0) 19.0 15.0 7.8 シカ ケズリ Bの後に研磨 0022

35 56 J 3G 包含層 切断素材 鹿角（枝部） 45.5 14.7 12.9 5.4 シカ
先端付近ケズリ、被熱により
黒色化

0023

35 57 J 1G 包含層 切断素材
鹿角（第1分岐
部 R）

57.4 52.4 32.2 35.0 シカ
落角、打ち込みにより切断・
角座除去、風化著しい、幅
41.0㎜×径32.6㎜

0009

35 58 J 3G 包含層 分割素材
角坐骨 +角坐
（L）

74.9 43.6 (29.7) 47.6 シカ
上端を打ち込みで切断、角座
切除、縦位に分割

0014

35 59 J 1G 包含層 分割素材 鹿角（分岐部） (49.7) 38.8 (20.5) 14.6 シカ
下端は打ち込みで切断、縦位
に分割、被熱により黒色化、
最大長50.4㎜

0010

35 60 J 3G 包含層 切断素材
鹿角（第1分岐
部 R）

50.1 58.6 29.7 53.6 シカ 摩耗著しい 0020

35 61 J 3G 包含層 切断素材 角坐 +鹿角（R） (131.7) 111.8 50.8 121.4 シカ
角幹は打ち込みで切除、落角、
角座最大径55.1㎜

0018

35 62 J 3G 包含層 分割素材
角坐骨 +各坐 +
鹿角（R）

118.9 50.0 30.1 49.3 シカ
下部を打ち込みで切断、側面
からの抉り込みで半截、角座
疣状突起を研磨

0017

35 63 J 3G 包含層 分割素材
角坐骨 +角坐 +
鹿角（L）

90.9 45.4 30.9 44.9 シカ
側面からの抉り込みで縦位に
半截、角座の疣状突起を切除

0016

35 64 J 3G 包含層 分割素材
前頭骨 +角坐骨
+角坐（R）

100.4 51.1 44.3 66.6 シカ
上端を叩打で切断、下端は打
ち込みで切断の可能性、角座
最大径47.9㎜

0019

35 65 J 3G 包含層 切断素材
前頭骨 +角坐骨
+角坐+鹿角（L）

112.9 52.8 38.7 81.8 シカ
上下端を打ち込みで切断の可
能性、縦位の切削

0015
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30(0026)

1(0001)

14(0052)

7(0005)

28(0025)

61(0017)

39(0039)

31(0055) 17(0064)

42(0031)

60(0018)

13(0027)

16(0050)

12(0043)

36(0035)

2(0002)

4(0004)

239(4-148)

29(0034)

24(0053)

182（4-212）

279（3-163）

259

124(4-109)

半截

半截

粗加工

④角座＋角座骨

③分岐部＋角座

切断

※海綿骨除去

粗加工・
仕上げ

粗加工・
仕上げ

〔釣針〕

〔楔形〕

〔尖頭状〕

②角幹

①枝部

〔ヘラ状〕

〔ヤス先〕

〔ヤス先〕

〔鏃形〕 〔ヤス先〕

〔柄状〕

〔刻骨 (柄状 )〕

仕上げ

粗加工・
仕上げ

切断・
半截

分割・
粗加工

〔楔形〕

切断

粗加工・
仕上げ

粗加工・
仕上げ

粗加工・
仕上げ

粗加工・
仕上げ

半截・
粗加工

分割～
仕上げ

分割（半截）
～仕上げ

①枝部

②角幹

粗加工

③分岐部
　＋角座 ④角座＋

　角座骨

分割

（1：4） 10cm0

図 36　吉崎・次場遺跡の製作工程想定図（縮尺 1/4）

※遺物番号に下線のないものは青谷上寺地遺跡出土資料
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８（アカガシ亜属）
県調査

５（クヌギ節）
県調査

1.9 ㎝

3.9
㎝

5.4 ㎝

8.2 ㎝

2.4 ㎝

4.5 ㎝

1.7 ㎝

8.7 ㎝以上

9.6 ㎝

4.5 ㎝

2.0 ㎝

3.5
㎝

1.6
㎝

3.3 ㎝

1.5 ㎝

3.4 ㎝

3.8 ㎝

5.9 ㎝

2.3 ㎝

9.2 ㎝

6.7
㎝

1.8 ㎝

14.9 ㎝

(2.3)
㎝

(1.8)
㎝

1.3 ㎝
1.1
㎝

2.0 ㎝

2.0 ㎝

6.7
㎝

11.3 ㎝

6.8 ㎝

2.1 ㎝

9.0 ㎝以上

5.9 ㎝

7.0 ㎝以上

6.0 ㎝

2.0 ㎝

2.3 ㎝

2.4 ㎝

2.0 ㎝
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ｇ八達洞遺跡（大邱）

２（クヌギ節）

数字は木製工具柄、英字は装着が想定される鉄製工具を示す。
※遺跡名の記載がないものは八日市地方遺跡出土資料。

10戸水Ｂ遺跡
（イヌガヤ）

ｅ八達洞遺跡（大邱）

ｈ南陽里遺跡（全羅北道）

ｆ八達洞遺跡（大邱）

ｃ八達洞遺跡（大邱）

ｂ素素里遺跡（忠清南道）

ｉ南陽里遺跡
（全羅北道）

ｄ高田遺跡
（石川県）

0 20cm（1:6）

図 37　鉄製工具柄から想定される弥生時代中期の鉄製工具構成（北陸南西部地域、縮尺：1/6） 

７（アカガシ亜属）
県調査
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　本稿をまとめるにあたっては、以下の方々から有益なご教示、ご協力を得た。文末ながら記して
感謝申しあげます（敬称略・五十音順）。
　市村慎太郎、江田真毅、河合章行、河合　忍、川添和暁、茂原信生、下濱貴子、鈴木静華、納屋内高史、
早野浩二、松崎哲也

【註】
(1) 川添和暁氏からのご教示による。
(2) 納屋内高史氏からのご教示による。
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表10　調査区 J-0　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

上顎骨 R 1
肩甲骨 L 1 遠位部 f
上腕骨 L 1 遠位端 f
上腕骨 Ｒ 1 骨幹部～遠位部 Bd:44.0 f
上腕骨 破片 R 1 遠位端 破片 f
橈骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:41.4 f
中手骨 1 骨幹部
大腿骨 L 1 大腿骨頭 f
大腿骨 R 1 近位端 f
脛骨 破片 L 1 近位端 破片 f
踵骨 L 1 近位部～骨幹部 骨幹部外側に切創
踵骨 L 3 骨幹部
踵骨 R 1 近位部～骨幹部
距骨 L 1 GLm39.7, Bd25.4, GLl42.0

距骨 L 1 遠位端に解体痕（切創）あり , GLm:43.4,
 Bd:29.5, GLl:46.1

距骨 L 1 GLm:40.9, GLl:43.6
距骨 R 3 計測不可
基節骨 1 近位部～遠位部 GL:53.7 f
基節骨 1 近位部～遠位部 f
調査区 J-0 計 23

表13　調査区 J-3　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

後頭顆 R 1
上顎遊離歯 L 2
上顎遊離歯 R 1
下顎骨 L 1
下顎遊離歯 R 1
環椎 1 完存
環椎 1 左側のみ遺存
上腕骨 L 1 遠位端 f
上腕骨 R 1 遠位端 破片
上腕骨頭 R 1 近位端 破片
橈骨 L 1 近位部～骨幹部 f
橈骨 R 1 近位部～骨幹部 f
橈骨 R 1 遠位端 f
大腿骨 L 1 近位端 破片
大腿骨 L 1 大腿骨頭 f
大腿骨 R 1 近位部～骨幹部 f
大腿骨 R 1 遠位端 内側破片 f
脛骨 L 1 近位端 f
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:38.4 f
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:40.8 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
第四 + 中心足根骨 L 1
第四 + 中心足根骨 R 1
中足骨 R 1 近位部～骨幹部 側面 f
踵骨 L 4 近位部～骨幹部 打割により遠位端が欠損 f
踵骨 L 1 骨幹部～遠位部
距骨 L 1 GLm:36.9, GLI:40.0
距骨 L 1 GLI:46.2
距骨 L 1 GLm:41.0
距骨 L 4 計測不可
距骨 L 2 欠損部分あり
距骨 L 1 遠位部
距骨 L 1 内側のみ遺存
距骨 R 1 GLm:44.3, GLI:49.6
距骨 R 1 GLm:42.2
距骨 R 8 計測不可
基節骨 1 近位部～遠位部 Bd:14.6, Bp:16.5, GL:57.1 f
基節骨 1 近位部～骨幹部 f
中手骨または中足骨 3 遠位部破片 f
調査区 J-3 計 56

表11　調査区 J-1　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

上顎遊離歯 L 2
上顎遊離歯 R 1
肩甲骨 L 1 関節窩 f
上腕骨 L 1 遠位部 f
上腕骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:45.4 f
橈骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:41.3 f
中手骨 1 遠位部 遠位端欠損 f
大腿骨 R 1 大腿骨頭 f
脛骨 Ｒ 1 近位端破片 f
踵骨 L 1 Bp:23.2
踵骨 L 1
踵骨 R 2
距骨 L 1 GL:39.7
距骨 R 2 計測不可
基節骨 1 近位部～遠位部 f
調査区 J-1 計 18

表12　調査区 J-2　シカ観察表
部位 左右 点数 計測値（㎜）・備考

下顎遊離歯 R 1
寛骨 L 1 寛骨臼 + 腸骨
踵骨 L 2
距骨 L 1 GLl:47.5, GLm:43.7
中心 + 第四足根骨 R 1 完存
基節骨 1 骨幹部～遠位部 遠位端化骨済
調査区 J-2 計 7

表14　調査区 J-5　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

脛骨 L 1 近位部 Bp:60.3 f
脛骨 L 1 遠位部 焼け , Bd38.1 f
第4+ 中心足根骨 L 1
基節骨 1 近位端 Bp:17.7 f
基節骨 1 近位部～骨幹部 Bp:16.7 f
基節骨 1 骨幹部～遠位部 Bd:15.4, イヌ科咬み痕あり f
基節骨 1 骨幹部～遠位部 f
基節骨 1 完存 GL:57.0, Bd:15.9, イヌ科咬み痕あり f
基節骨 1 完存 Bd:14.7, イヌ科咬み痕あり f
基節骨 1 完存 イヌ科咬み痕あり f
基節骨 1 完存 f
基節骨 1 完存 GL:53.2, Bp:18.3, Bd:15.4 f
基節骨 1 完存 GL:53.7, Bp:15.8, Bd:14.8 f
基節骨 1 完存 GL:55.7, Bp:18.4, Bd:16.6 f
基節骨 1 完存 Bd:14.7 f
基節骨 1 完存 近位端癒合線残る , GL:52.7, Bp:16.5 uf
基節骨 1 完存 GL:56.7, Bp:17.1, Bd:15.4 f

中節骨 1 完存 GL:40.4, GLp:37.8, Bp:14.9, Bd:12.0, イヌ科
咬み痕あり f

中節骨 5 完存 計測不可 f
中節骨 2 完存 イヌ科咬み痕あり f
末節骨 3 完存 f
調査区 J-5 計 28

表15　調査区 J-8　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 備考

下顎骨 破片 L 1
下顎骨 破片 1 腹縁破片
環椎 1 完存
環椎 1 破片
椎体 1 破片
中手骨 破片 2 骨幹部前面破片  縦に割られている 近位部に解体痕（切創）あり
寛骨 L 1 腸骨
調査区 J-8 計 8

表16　調査区 W-4　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

上顎遊離歯 L 2
上顎遊離歯 R 4
下顎骨 L 1
下顎骨 破片 L 1
下顎遊離歯 L 2
下顎遊離歯 R 1
環椎 1 後関節窩破片 焼け
頸椎 1
頸椎 破片 1
胸椎 2
仙骨 1 椎頭椎窩未癒合欠損 uf
肩甲骨 L 1 関節窩 f

上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 遠位部後面に切創（解体痕）あり , 骨幹部の割
れ口はスパイラル状 f

上腕骨 R 1 骨幹部～遠位部 骨端は癒合線が残る , 骨幹部の割れ口はスパ
イラル状 f

橈骨 L 3 遠位端 焼け
橈骨 R 1 遠位端
寛骨 L 1 寛骨臼 + 腸骨 + 坐骨
寛骨 R 1 寛骨臼
寛骨 R 3 寛骨臼 + 腸骨
大腿骨 L 1 遠位部
大腿骨 L 1 遠位端
大腿骨 R 1 近位端
大腿骨 破片 R 1 近位骨幹部破片
大腿骨 R 1 遠位部 遠位端未癒合欠損 uf
大腿骨 破片 R 1 遠位端 破片
脛骨 L 1 近位端 uf
脛骨 L 1 遠位端 uf
脛骨 破片 L 1 近位骨幹部前面破片
脛骨 R 1 近位端 uf
脛骨 R 1 近位部～骨幹部 ｆ
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 ｆ
脛骨 R 1 遠位端 破片 ｆ
踵骨 L 1
踵骨 R 1 焼け
距骨 L 4
距骨 R 3
距骨 R 1 前面中央部に解体痕（切創）あり
基節骨 1 近位部～遠位部 GL:48.2 f
基節骨 1 近位部～骨幹部 Bp:18.4 f
調査区 W-4 計 66
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表17　調査区 W-5　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 LR 1

前頭骨 + 頭頂骨 R 1 加工痕あり , 鉄製工具による打ち込み痕 , 角坐骨
は縦に半裁されている

前頭骨 破片 R 1
頬骨 R 1
側頭骨 + 鼓室部 L 2
側頭骨 + 鼓室部 R 1
側頭骨 + 頬骨突起 R 2
後頭顆 R 1
後頭顆 + 基底骨 R 1
頭蓋基底骨 1
切歯骨 R 1
上顎骨 L 1
上顎遊離歯 L 8
上顎遊離歯 R 5
下顎骨 L 5
下顎骨 R 6
下顎骨 破片 L 4
下顎骨 破片 R 3
下顎遊離歯 L 3
下顎遊離歯 R 5
環椎 3 うち１点に解体痕あり
第四頸椎 1
頚椎 3
頸椎 破片 3
胸椎 5
腰椎 7 うち１点の腹面に切創（解体痕）あり
腰椎 破片 1
肩甲骨 L 1 骨幹部～関節窩 関節窩幅44.4, 肩甲頸幅21.3 f
肩甲骨 L 1 肩甲頸 肩甲頸幅25.9

肩甲骨 R 1 骨幹部～関節窩 GLP:44.3, 肩甲頸幅 :26.5, 肩甲頸に解体痕
( チョップマーク ) f

肩甲骨 R 1 骨幹部～関節窩 肩甲頸幅 :25.9, 肩甲頸に解体痕 ( チョップマーク ) f
肩甲骨 R 1 骨幹部～関節窩 関節窩幅 :34.0, 肩甲頸幅 :25.0 f
肩甲骨 R 1 肩甲頸～関節窩 関節窩幅 :42.0, 肩甲頸幅 :24.2 f
肩甲骨 R 4 関節窩 肩甲頸幅 :23.4, ほか3点は計測不可 f
上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
上腕骨 L 1 遠位端 f
上腕骨 R 1 近位部 f
上腕骨 R 1 骨幹部～遠位部 イヌ科咬み痕あり f
上腕骨 R 2 遠位端 f
橈骨 L 1 近位端 破片

橈骨 L 1 近位部 前面に解体痕（切創）あり , 骨幹部の割れ口はス
パイラル状 f

橈骨 L 1 近位部 後面に解体痕（打ち込み痕）あり , 骨幹部の割れ
口はスパイラル状 f

橈骨 L 2 近位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
橈骨 L 1 近位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 uf
橈骨 L 1 骨幹部～遠位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
橈骨 L 1 遠位端 未癒合遊離遠位端 uf
橈骨 R 4 近位端 f
橈骨 R 4 近位部～骨幹部 Bp:39.6, 42.7, 42.0, １点は計測不可 f

橈骨 R 1 近位部～骨幹部
外側破片 f

橈骨 R 2 骨幹部～遠位部 Bd:37.5 f
橈骨 + 尺骨 R 1 完存 GL:105.7,  Bp:44.9, Bd:44.7 f
尺骨 L 1 近位部 肘頭欠損 , 近位外側に解体痕（切創）あり f
尺骨 L 1 近位部 肘頭欠損 f
尺骨 L 1 近位部 破片 滑車切痕部分
尺骨 R 1 近位部～骨幹部 肘頭はイヌ科に咬まれ欠損 f
尺骨 R 2 近位部 破片 滑車切痕部分
第二手根骨 L 1
第二手根骨 R 1 側面に解体痕（切創）あり
第四手根骨 L 1

中手骨 R 1 近位部 破片 近位外側に切創あり , 縦に半裁後、近位を打割し
除去している f

中手骨 R 1 近位部～骨幹部 Bp:31.0, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
寛骨 L 1 寛骨臼破片
寛骨 L 2 腸骨
寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨 解体痕（切創）あり
寛骨 L 1 寛骨臼 + 腸骨
寛骨 L 2 寛骨臼 + 坐骨 + 恥骨

寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨 +
恥骨 + 腸骨

寛骨 R 1 腸骨 解体痕（切創）あり
寛骨 R 1 寛骨臼 + 坐骨
寛骨 R 1 寛骨臼 + 腸骨 解体痕（チョップマーク）あり
大腿骨 L 2 大腿骨頭 うち１点にイヌ科による咬み痕あり

部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨
大腿骨 L 1 近位部～骨幹部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
大腿骨 L 1 近位部～骨幹部 近位骨幹部後面に解体痕（切創）あり f
大腿骨 L 1 近位部～骨幹部 大腿骨頭未癒合欠損 uf
大腿骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:58.2, イヌ科による咬み痕あり f
大腿骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:60.2, イヌ科による咬み痕あり f
大腿骨 L 1 遠位部 切創あり f
大腿骨 R 2 大腿骨頭 f
大腿骨 破片 R 1 近位部前面破片

大腿骨 R 1 骨幹部 割れ口はスパイラル状 , 遠位端はイヌ科に咬まれ
欠損

大腿骨 R 1 骨幹部 割れ口はスパイラル状
大腿骨 R 1 遠位部 遠位端は癒合線残る uf
大腿骨 R 1 遠位端 未癒合遊離遠位端 uf

脛骨 破片 L 1 近位部～骨幹部
内側破片 f

脛骨 L 1 近位部 f
脛骨 L 1 骨幹部
脛骨 L 2 骨幹部～遠位部 f

脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:37.7, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 , 遠位内
側に解体痕（切創）あり , 齧歯類による齧り痕あり f

脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:41.4, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
脛骨 L 3 骨幹部～遠位部 3点とも骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
脛骨 L 2 未癒合遊離遠位端
脛骨 破片 R 1 近位端破片
脛骨 R 1 近位部～骨幹部 f
脛骨 R 2 近位部前面破片 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:43.7 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:38.3 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:38.5 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:37.7,  外側に解体痕（切創、チョップマーク）あり f
脛骨 R 1 遠位部 Bd:38.1 f
踵骨 L 1 骨幹部
踵骨 L 2 骨幹部
踵骨 L 1 近位部～骨幹部 f
踵骨 L 2 完存 GL93.9, 100.4 f
踵骨 R 1 近位部～骨幹部 Bp:20.4 f
踵骨 R 1 近位部～骨幹部 Bp:20.8 f
踵骨 R 2 近位部～骨幹部 近位端未癒合欠損 , 遠位端は打割され欠損 uf
距骨 L 1 計測不可
距骨 L 1 GLI:49.2, Bd:28.4, GL ｍ :44.7
距骨 L 1 GL:42.6
距骨 L 1 GL:45.6, GLm:41.4
距骨 L 1 GL:44.2, GLm:40.5

距骨 R 1 GLl:47.4, Bd:31.9, GLm:43.1, 前面に解体痕（切
創）あり

距骨 R 1 GL:l43.7, Bd:27.1, GLm:41.7, 前面に解体痕（切
創）あり

距骨 R 1 GL:42.2, GLm:38.8
距骨 R 1 GL:46.2, GLm:43.0
距骨 R 2 計測不可

距骨 R 1 GLI:36.1, Bd:47.8, GL ｍ43.1, 前面に解体痕（切
創）あり

第4+ 中心足根骨 L 1
第4+ 中心足根骨 R 3
第4+ 中心足根骨 R 1 焼け

中足骨 L 1 近位部～骨幹部破片 前面に解体痕（切創）あり , 縦に半裁後、打割で
近位部を除去 f

中足骨 L 1 近位部～骨幹部破片 前面の破片 f
中足骨 L 1 近位部～骨幹部破片 後面の破片 f
中足骨 L 1 近位部～骨幹部破片 前面～外側の破片 f
中足骨 不明 4 骨幹部 破片 骨幹部前面の破片
中足骨 1 遠位端 未癒合遊離遠位端 , 焼け uf
基節骨 1 GL:58.1, Bp:17.9, Bd:16.6
基節骨 1 GL:53.7, Bp:16.7, Bd:15.4
基節骨 1 GL:57.6, Bp:18.6, Bd:16.8
基節骨 1 骨幹部背面に解体痕（切創）、イヌ科咬み痕あり
基節骨 1 全体的に磨耗 , し計測不可
基節骨 1 完存 GL:58.1,Bp:19.4, Bd:15.1
基節骨 1 イヌ科咬み痕あり
基節骨 1 骨幹部にイヌ科による咬み痕
基節骨 2 Bp:16.5, Bd:17.1
基節骨　破片 1
基節骨 1 Bd:13.1
基節骨 1 Bd:14.1
中節骨 1 全体にイヌ科咬み痕あり
中節骨 11 完存
中節骨　破片 1
末節骨 2 完存
調査区 W-5 計 207

表18　調査区 W-6　シカ観察表1
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

切歯骨 + 上顎骨 R 1
側頭骨 + 頬骨突起 L 1
頬骨 R 1
後頭顆 R 1
環椎 1 左側欠損
軸椎 1 椎体 + 横突孔が遺存 椎頭椎窩未癒合欠損
頸椎 1 椎弓が前後方向に切断されている
胸椎 3 椎体 + 椎弓 + 関節突起 椎頭椎窩未癒合欠損
腰椎 2 椎体 + 椎弓 椎頭椎窩未癒合欠損
肩甲骨 R 1 肩甲頸
上腕骨 L 1 骨幹部 破片 前面～両側面が遺存 , 外側に打撃痕の剥離あり
上腕骨 R 1 遠位骨幹部 前面破片

部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨
橈骨 L 1 遠位端 f
橈骨 L 1 近位部 破片 前面に解体痕（切創）あり f
橈骨 R 1 遠位端 破片 内側が遺存
寛骨 L 2 寛骨臼 + 腸骨 + 坐骨 解体痕（切創、チョップマーク）あり
大腿骨 破片 L 1 大腿骨頭 骨頭の頚に解体痕（切創）あり
大腿骨 破片 L 1 近位部 大腿骨頭未癒合欠損 uf
大腿骨 破片 L 1 骨幹部 破片 前面が遺存
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状
脛骨 L 1 骨幹部
脛骨 L 1 近位端 未癒合遊離近位端 uf
脛骨 R 1 遠位部 焼け , GLl:42.2 f
脛骨 R 1 遠位端 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
脛骨 R 1 遠位端 Bd37:8㎜ , GLl:44.9 f
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表19　調査区 W-6　シカ観察表2
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:36.9 uf
踵骨 R 1 近位部～骨幹部 遠位部は打割されている
踵骨 R 1 骨幹部 遠位部は打割されている , 解体痕（切創）あり
踵骨 R 1 近位部～骨幹部 遠位部は打割されている uf
距骨 L 1 GLm:39.5
距骨 L 1 GLm:40.5
距骨 L 1 GLm:40.3
距骨 L 1 GLm:39.7
距骨 R 1 GLm:38.6, GLl:42.0
距骨 R 3
第四 + 中心足根骨 L 1
中足骨 L 1 骨幹部

中足骨 破片 L 1 近位部～骨幹部
破片 後面 + 両側面破片 , Bp:31.9 f

部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

中足骨 破片 L 1 近位部～骨幹部
破片 前面が遺存 , 前面に解体痕（切創）あり f

中足骨 破片 2 骨幹部 破片

基節骨 1 近位部～遠位部 近位部後面にイヌ科による咬み痕あり , Bp:15.4, 
GL:48.2, Bd:13.2 f

基節骨 1 近位部～遠位部 近位部後面にイヌ科による咬み痕あり , Bp:14.9, 
GL:50.6, Bd:13.6 f

中節骨 1 近位部～遠位部 縦方向に割れている , イヌ科による咬み痕あり f

中節骨 1 近位部～遠位部 齧 歯 類 に よ る 齧 り 痕 あ り , GL:36.8, Bp:14.7, 
Bd:11.6 f

中節骨 1 近位部～遠位部 GL:37.7, Bp:15.8, Bd:11.5 f
中手または中足骨 4 遠位部 破片 片側のみ遺存 f
中手または中足骨 1 遠位部 破片 片側のみ遺存 uf
調査区 W-6 計 58

表20　調査区 W-6・7東　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 R 1
頬骨 L 1
頬骨 R 2
後頭骨破片 4
後頭顆 L 4
後頭顆 R 3
後頭骨 + 後頭顆 LR 1
頭蓋基底骨 3
切歯骨 L 2
切歯骨 R 1
上顎骨 L 5
上顎骨 R 2
上顎遊離歯 L 8
上顎遊離歯 R 7
下顎骨 L 10
下顎骨 R 4
下顎遊離歯 L 7
下顎遊離歯 R 3
下顎骨 破片 R 1
環椎 10 うち１点に解体痕（打撃、切断痕）あり
軸椎 7
第3頸椎 3
第3頸椎 1 椎体 + 関節突起 切創あり , 若獣
第4頸椎 1
頸椎 5 椎体 + 関節突起 うち１点に解体痕（切創）あり
胸椎 3 椎体 + 椎弓 椎頭椎窩未癒合欠損
胸椎 1 椎体 椎頭椎窩未癒合欠損 若獣
腰椎 2 うち１点の腹面に解体痕（切創）あり
腰椎 7 うち１点に解体痕（切創）あり
仙骨 1
肩甲骨 L 1 肩甲頸 肩甲頸幅 :27.1
肩甲骨 L 1 肩甲頸 計測不可

肩甲骨 L 1 肩甲頸～関節窩 全体にイヌ科による咬み痕あり , 関節窩幅43.7, 
肩甲頸幅22.5 f

肩甲骨 R 1 肩甲棘
+ 棘下窩～関節窩

関節窩幅44.7, 肩甲頸幅22.8, 解体痕（チョップ
マーク）あり , 齧歯類による咬み痕あり f

肩甲骨 R 1 肩甲頸～関節窩 肩甲頸幅23.7 f
肩甲骨 R 1 肩甲頸 + 後縁
肩甲骨 R 1 関節窩 関節窩幅48.4 f
肩甲骨 破片 R 1 棘上窩
肩甲骨 破片 R 1 関節窩破片 焼け f
上腕骨 L 1 近位部～骨幹部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 , 上腕骨頭欠損 f

上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 遠位後面～外側と近位骨幹部前面に複数の解体痕
（切創）あり f

上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:47.6, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f

上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 BL:45.0, 遠位後面の外側に複数の解体痕（切創）
あり , 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f

上腕骨 L 1 遠位部 f

上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部
破片 遠位後面外側に2本の解体痕（切創）あり f

上腕骨 L 4 遠位端 f
上腕骨 破片 L 1 遠位端内側破片 焼け
上腕骨 破片 R 1 上腕骨頭 f
上腕骨 R 1 骨幹部
上腕骨 R 1 遠位部 Bd:52.4 f

上腕骨 R 1 骨幹部～遠位部 後面外側に解体痕（チョップマーク）あり , 骨幹
部の割れ口はスパイラル状 f

上腕骨 R 4 遠位端 計測不可

橈骨 L 1 近位部～骨幹部
破片 内側に解体痕（切創）あり f

橈骨 L 1 近位部～骨幹部 Bp:45.0, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 , 全体に
イヌ科による咬み痕あり f

橈骨 L 1 近位部～骨幹部 Bp39.2, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
橈骨 L 1 近位部～骨幹部 計測不可 f
橈骨 L 1 近位部～骨幹部 Bp:36.4 f
橈骨 L 1 骨幹部
橈骨 L 5 遠位部 Bp:42.7, 40.7, 41.1, 40.1, １点は計測不可 f
橈骨 L 3 遠位端 未癒合遊離遠位端 uf
橈骨 R 1 近位部 Bp:45.3, イヌ科による咬み痕あり f
橈骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:38.8 f
橈骨 R 1 遠位部 計測不可 f
橈骨 R 1 遠位端 未癒合遊離遠位端 , 計測不可 uf
尺骨 L 1 近位部～遠位部 後面が縦方向に欠損 f
尺骨 L 1 近位部破片 鈎状関節部が遺存
中手骨 L 1 近位部～骨幹部 f

中手骨 L 1 近位部～骨幹部 Bp:36.2, イヌ科による咬み痕あり , 人為的に打割
されている f

部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

中手骨 L 1 近位部～骨幹部
破片 縦に半裁後、近位端を打割で除去している f

中手骨 R 2 近位部～骨幹部 Bp33.1, 31.2 f

中手骨 R 1 近位部～骨幹部
破片 外側が遺存 , 近位部に解体痕（切創）あり f

中手骨 R 1 骨幹部～遠位部 Bd:32.7 f
橈側手根骨 R 3
第4手根骨 L 4
第2+ 第3手根骨 L 1
寛骨 L 4 寛骨 寛骨臼破片
寛骨 L 1 寛骨 寛骨臼 焼け , 解体痕（切創）あり
寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨
寛骨 L 2 寛骨臼 + 坐骨 ２点とも解体痕（切創）あり
寛骨 L 3 寛骨臼 + 恥骨 ３点とも恥骨結合面は未癒合 uf
寛骨 L 3 寛骨臼 + 坐骨 + 腸骨
寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨 + 腸骨 解体痕（切創）あり
寛骨 L 1 腸骨
寛骨 R 2 寛骨臼 + 坐骨
寛骨 R 2 寛骨臼 + 恥骨 ２点とも恥骨結合面は未癒合 uf
寛骨 R 2 寛骨臼 + 腸骨
寛骨 R 2 腸骨
大腿骨 L 2 骨幹部
大腿骨 L 1 近位部 大腿骨頭未癒合欠損 uf
大腿骨 破片 L 1 近位部 破片 大腿骨頭 f
大腿骨 破片 L 1 骨幹部 破片 後面破片
大腿骨 L 1 近位部 大腿骨頭未癒合欠損 uf
大腿骨 L 1 骨幹部～遠位部 遠位端未癒合欠損 uf
大腿骨 破片 L 1 遠位端 破片 外側破片 f
大腿骨 破片 R 1 近位部 破片 大腿骨頭 f
大腿骨 破片 Ｒ 2 遠位端 破片 内側破片 f
脛骨 破片 L 1 近位部 破片 後面破片 , 近位端未癒合欠損 uf
脛骨 破片 L 1 骨幹部 前面破片
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 遠位端未癒合欠損 uf

脛骨 L 3 骨幹部～遠位部 Bd:39.4, 39.4, 38.5, 骨幹部の割れ口はスパイラ
ル状 f

脛骨 L 1 遠位端 Bd:38.6 f
脛骨 破片 R 1 近位部 破片 内側破片 f
脛骨 破片 R 1 近位部 破片 外側破片 f
脛骨 破片 R 1 近位部 破片 外側～前面破片 , 焼け f
脛骨 R 1 近位部 近位端未癒合欠損 uf

脛骨 R 4 骨幹部～遠位部
Bd:42.4, 38.5, 40.3, １点は計測不可 , 骨幹部の
割れ口はスパイラル状 , イヌ科咬み痕はついてい
ない

f

脛骨 R 1 遠位部 Bd:32.6 uf
脛骨 R 3 遠位部 計測不可 f
脛骨 破片 R 1 遠位部 破片 ｆ
脛骨 R 2 未癒合遊離遠位端 Bd:37.6, １点は計測不可 uf
中足骨 L 3 近位部～骨幹部破片 縦に半裁後、近位部を打割で除去
中足骨 L 2 骨幹部
中足骨 L 1 骨幹部 イヌ科咬み痕あり
中足骨 R 4 近位部～骨幹部破片 前面破片 , 縦に半裁されている f
中足骨 R 1 近位部～骨幹部破片 前面破片 , 縦に半裁されている , イヌ科咬み痕あり f
中足骨 R 1 近位部～骨幹部 前面に解体痕（切創）あり f
中足骨 R 1 遠位部 イヌ科咬み痕あり f
踵骨 L 1 完存 GL:78.8, Bp:20.5
踵骨 L 4 骨幹部
踵骨 L 1 近位部～骨幹部 Bp:19.9
踵骨 L 1 骨幹部～遠位部 近位端は咬まれ欠損
踵骨 R 1 近位部 Bp:20.0
踵骨 R 1 近位部～骨幹部 Bp18.5, 遠位端は打割され欠損
踵骨 R 1 骨幹部
踵骨 R 1 近位部～遠位部 近位端未癒合欠損 uf
踵骨 R 1 骨幹部～遠位部 遠位端外側にイヌ科による咬み痕あり
踵骨 R 1 近位部～遠位部 近位端は癒合線残る GL:97.8, Bp:27.6
踵骨 R 2 GL:102.6, 99.4, Bp:22.8, 20.6
踵骨 R 1
距骨 L 1 遠位端が焼けている , GLm:44.8, Bd:29.3

距骨 L 10

GL l : 43 ,  G lm : 38 . 4 ,  B d : 27・GL l : 45 . 5 , 
Glm41.0, Bd:28.1・GLl:41.0, Glm:38.4・
G L l : 4 7 . 9 ,  G l m : 4 4 . 6 ,  B d : 2 9 . 9 ・ 
GLl:43.3, Glm:39.1, Bd:26.4・ GLl:44.8, 
Glm:40.1, Bd:26.9・GLl:42.0, Glm:39.3, 
Bd:26.9

距骨 L 1
距骨 R 1 前面外側に解体痕（切創）あり

距骨 R 10

GLl:46.1, GLm:42.2・GLl:46.3, GLm:41.3・
GLl:46, GLm:40.9・GLl:42.2, Glm:38.5・ 
GLl:44.6, Glm:41.7・GLl:44.8, Glm:41.2・
GLl:44.6, GLm:41.5・GLl:42.3, GLm:38.9・
GLl:43.3, GLm:40.0

距骨 破片 R 2 焼け
調査区 W-6・7東 計 282
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表28　調査区 W-5　イノシシ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 破片 R 1 眼窩周辺
基底部蝶形骨 1
上顎骨 L 2
切歯骨 R 1
上顎骨 R 1
下顎骨 L 1
下顎骨 R 1
下顎遊離歯 L 2
下顎遊離歯 R 1
環椎 1 背結節の長さ計測不可 , 高さ16.7
軸椎 1
第3頸椎 1 焼け
胸椎 1 椎頭椎窩未癒合欠損
胸椎 1 椎頭椎窩未癒合欠損 棘突起にイヌ科咬み痕あり
胸椎 破片 1
肩甲骨 L 1 肩甲頸～関節窩 肩甲頸計測不可 f

肩甲骨 L 1 肩甲頸 + 肩甲棘 +
棘上・下窩 肩甲頸幅20.0, イヌ科咬み痕あり f

上腕骨 破片 L 1 遠位端破片

上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:47.2, 側面に切創あり骨幹部の割れ口はス
パイラル状

上腕骨 R 1 遠位端 焼け f
橈骨 L 1 近位部～骨幹部 焼け f
橈骨 R 1 未癒合遊離遠位端 解体痕（切創）あり uf
尺骨 R 1 骨幹部～遠位部 イヌ科咬み痕あり
尺骨 L 1 近位部～骨幹部 f
第3中手骨 L 1 f
第4中手骨 L 1 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
脛骨 L 1 骨幹部 骨幹部割れ口にイヌ科咬み痕あり
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 骨幹部割れ口にイヌ科咬み痕あり uf
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 近位部はイヌ科に咬まれ欠損 uf

脛骨 L 1 骨幹部 近位部はイヌ科に咬まれ欠損 , 骨幹部割れ口
はスパイラル状

脛骨 R 1 遠位部 遠位端は癒合線残る , イヌ科咬み痕あり uf
脛骨 R 1 遠位部 前面に切創あり , 近位部はイヌ科に咬まれ欠損 uf
距骨 L 1 GLI48.0, GLm42.2, Bd28.7
第3中足骨 L 1 近位部～骨幹部 近位部～骨幹部 f
中節骨 1 近位部～遠位部 GL:25.4, Bp:16.1, Bd:15.2 f
第2または
　第5中節骨 1 イヌ科咬み痕あり f

末節骨 1 Ld:36.9 f
調査区 W-5 計 39

表29　調査区 W-6　イノシシ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 L 1
後頭骨 LR 1
胸椎 2
肩甲骨 L 1 肩甲頸～関節窩
寛骨 R 1 腸骨 内側に解体痕（切創）あり
寛骨 R 1 腸骨 外側にイヌ科による咬み痕あり
大腿骨 R 1 骨幹部 イヌ科に齧られ両骨端欠損
踵骨 L 1 骨幹部～遠位部 外側に解体痕（切創）あり f
距骨 L 1 完存 前面に解体痕（切創）あり f
第三または
　第四基節骨 1 完存 全体にイヌ科による咬み痕あり f

調査区 W-6 計 11

表30　調査区 W-6・7東　イノシシ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 眼窩周辺 L 1 解体痕（切創）あり
前頭骨 眼窩周辺 R 1
後頭顆 R 1
上顎骨 L 2
上顎骨 R 3
上顎骨遊離歯 L 4
下顎骨 L 2
下顎遊離歯 L 3
下顎遊離歯 R 2
環椎 1 背結節の高さ12.0, 長さ計測不可
軸椎 1
頸椎 1 椎体 + 左関節突起 椎頭椎窩未癒合欠損
第3頸椎 1
胸椎 3
腰椎 3

肩甲骨 R 1 棘上・下窩～関節窩 肩甲頸に解体痕（切創）、後縁に解体痕（チョップ
マーク）あり , 肩甲頸幅29.2, 関節窩幅39.6

上腕骨 L 1 近位端

橈骨 L 1 近位部～骨幹部 近位前面外側に解体痕（切創）あり , 骨幹部の
割れ口はスパイラル状

橈骨 L 1 近位部～骨幹部 破片 縦に割られている
橈骨 R 1 近位部～骨幹部 骨幹部の割れ口はスパイラル状
尺骨 L 1 骨幹部

第5中手骨 L 1 近位部～遠位部 遠位端未癒合欠損 , 遠位骨幹部外側に解体痕
（切創）あり uf

第5中手骨 L 1 近位部～遠位部 遠位端未癒合欠損 uf
第5中手骨 R 1 近位部～遠位部 骨幹部外側に解体痕（切創）あり f
第5中手骨 R 1 近位部～遠位部 f
寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨 若獣
寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨 + 恥骨 坐骨の割れ口にイヌ科咬み痕あり
寛骨 L 1 寛骨臼 + 坐骨 + 腸骨 腸骨の割れ口にイヌ科咬み痕あり

大腿骨 L 1 近位部～骨幹部 大腿骨頭の付け根に解体痕（切創）あり , 骨幹部の
割れ口はスパイラル状 , 近位端は犬かに咬まれ欠損 f

大腿骨 R 1 骨幹部 骨幹部割れ口にイヌ科咬み痕
脛骨 L 1 遠位端 f
脛骨 L 1 遠位部 遠位端癒合線残る uf
脛骨 R 1 遠位端 f
踵骨 L 1 骨幹部
中心足根骨 L 2 完存
調査区 W-6・7 計 50

表21　調査区 W-8　シカ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 R 1
頭蓋基底骨 2 うち1点に解体痕（切創）あり
後頭 L 1
上顎遊離骨 R 1
下顎骨 R 1
下顎骨 破片 R 1
下顎遊離骨 R 1
肩甲骨 L 1 肩甲頸～関節窩 解体痕（切創）あり f
橈骨 R 1 近位端 焼け f
橈骨 R 1 遠位端 f
尺骨 L 1 滑車切痕部分～骨幹部
大腿骨 破片 L 1 遠位端 破片
大腿骨 R 1 遠位部 Bd:58.8 f
脛骨 L 1 骨幹部～遠位部 打割されており割れ口はスパイラル状を呈する f
第4+ 中心足根骨 L 1
踵骨 R 1 骨幹部 解体痕（切創）あり , 両端端は打割され欠損
距骨 R 1
中足骨 L 1 近位部 半裁後、近位端が打ち割られている
基節骨 1 骨幹部～遠位部 Bd:14.3 f
基節骨 1 完存 Bp:14.8, GL:50.3 f
基節骨 1 完存 Bp:15.7, Bd:12.6, GL:53.4 f
基節骨 1 骨幹部～遠位部 Bd:13.1 f
基節骨 1 骨幹部～遠位部 f
基節骨 1 完存 Bp:17.6, Bd:15.8, GL:57.7 f
基節骨 1 完存 Bp:14.3, Bd:15.3, GL:53.4 f
調査区 W-8　計 26

表22　調査区 J-1　イノシシ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

上顎骨 L 1
上顎骨 R 1
上顎遊離歯 L 1
下顎遊離歯 L 1
肩甲骨 破片 R 1
上腕骨 L 1 骨幹部～遠位部 Bd:47.2, 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
上腕骨 L 1 遠位端 f
距骨 L 1 完存 外側に切創 , GLm:43.0, GLl:49.6, Bd:28.9 f
調査区 J-1 計 8

表23　調査区 J-2　
イノシシ観察表

部位 左右 点数 残存状況 化骨
下顎結合部 LR 1
下顎遊離歯 R 1
上腕骨 L 1 遠位端 f
調査区 J-2 計 3

表24　調査区 J-3　イノシシ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

後頭顆 R 1
上顎骨 L 2
上顎骨 R 1
上顎遊離歯 L 1
上顎遊離歯 R 1
下顎遊離歯 L 2
下顎遊離歯 R 1

環椎 1 背面（上面）に解体痕（チョップマーク）, 背
結節の高さ18.7, 長さ26.9

胸椎 1
上腕骨 L 1 遠位端 破片 内側破片
上腕骨 R 1 骨幹部
上腕骨 R 1 遠位端 f
脛骨 R 1 骨幹部～遠位部 f
膝蓋骨 L 1
距骨 R 1
調査区 J-3 計 17

表25　調査区 J-5　
イノシシ観察表

部位 左右 点数 残存状況 化骨
大腿骨 L 1 骨幹部
脛骨 L 1 遠位部 f
距骨 R 1
調査区 J-5 計 3

表26　調査区 J-8　
イノシシ観察表

部位 左右 点数
腸骨 L 1
調査区 J-8計 1

表27　調査区 W-4　イノシシ観察表
部位 左右 点数 残存状況 計測値（㎜）・備考 化骨

前頭骨 L 1 前後方向に割れている
後頭顆 L 1 焼け
下顎遊離歯 R 1
肩甲骨 R 1 骨幹部～遠位部 関節窩幅43.2 f
上腕骨 破片 Ｌ 1 遠位端 破片 f
上腕骨 R 1 骨幹部～遠位部 骨幹部の割れ口はスパイラル状 f
上腕骨 R 1 遠位端 焼け f

上腕骨 R 1 遠位端 f

橈骨 L 1 遠位端 未癒合遊離遠位端 uf
調査区 W-4 計 9
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表31　各調査区大中型陸獣観察表
調査区

部位 J-1 J-3 J-8 W-4 W-5 W-6 W-6・7東

頭骨破片 28
顎骨破片 1
椎骨破片 1 1 4 14 7 43
椎骨破片（焼骨） 5
四肢骨骨幹部破片 4 6 18 29
四肢骨骨幹部破片（焼骨） 1
骨破片 18 1 35 3
骨破片（焼骨） 5

計 22 8 24 4 19 73 74

調査区 部位 乾燥重量 (g)

J-1 骨破片 21.7

J-2
骨破片 23
骨破片 30.4

J-3
焼骨破片 80.6
骨破片 103.9

W-4
焼骨破片 65.3
骨破片 131.6

W-5
焼骨破片 86.4
四肢骨骨幹部破片 704.2

W-6 骨破片 459.3

W-6・7東
四肢骨骨幹部破片 122.1
骨破片 350.6

計 2179.1

表32　各調査区陸獣骨片乾燥重量一覧表

表33　各調査区大中型陸獣観察表
調査区 分類群 部位 左右 点数 I1 I2 I3 C P2 P3 P4 M1 M2 M3

J-1 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
J-1 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
J-1 シカ 上顎遊離歯 R 1 M3
J-3 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
J-3 シカ 上顎遊離歯 L 1 M3
J-3 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
W-4 シカ 上顎遊離歯 L 1 M1
W-4 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-4 シカ 上顎遊離歯 R 1 M1
W-4 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
W-4 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
W-4 シカ 上顎遊離歯 R 1 M3
W-5 シカ 上顎骨 L 1 ( dp4  M1  )
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1 P2
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1  P3  
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1 M1
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1 M1
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1  M1 
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-5 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-5 シカ 上顎遊離歯 R 1 M1
W-5 シカ 上顎遊離歯 R 1  M1 
W-5 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
W-5 シカ 上顎遊離歯 R 1  M2 

調査区 分類群 部位 左右 点数 I1 I2 I3 C P2 P3 P4 M1 M2 M3
W-5 シカ 上顎遊離歯 R 1  M3 
W-6・7東 シカ 上顎骨 L 1 （ dp2 ）
W-6・7東 シカ 上顎骨 L 1 （ dp2 dp3 dp4 ）
W-6・7東 シカ 上顎骨 L 1 （ P3 P4 M1 ）
W-6・7東 シカ 上顎骨 L 1 （ M1 M2 ）
W-6・7東 シカ 上顎骨 L 1 （ × M1 M2 M3 ）
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 dp4
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 P4
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 P4
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1  M2 
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 L 1 M2
W-6・7東 シカ 上顎骨 R 1 （ P2 P3 × ）
W-6・7東 シカ 上顎骨 R 1 （ P2 P3 × ）
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 P2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 P2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 P3
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 P3
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 M1
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 M1
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2
W-6・7東 シカ 上顎遊離歯 R 1 M2

表34　各調査区シカ下顎骨観察表1　※　は焼けている資料、×は歯が脱落している歯槽、　斜体は未萠出歯

調査区 分類群 部位 左右 点数 I1 I2 I3 C P2 P3 P4 M1 M2 M3 関節
突起

筋
突起

下顎
角

歯頸線出現状況
（頬側）

歯頸線出現状況
（舌側）

磨滅指数
（推定年齢） 備考

J-2 シカ 下顎遊離歯 R 1 M2 M2:6
J-3 シカ 下顎骨 L 1 ( × × M1 M2  ) M2: ± M2: ＋ M2:4（4.5歳） M1観察不可
J-3 シカ 下顎遊離歯 R 1 M3 (2歳以下 )
J-8 シカ 下顎骨破片 L 1 〇
J-8 シカ 下顎底破片 1

W-4 シカ 下顎骨 L 1 ( M1 M2 M3  ) 〇 M1 : ＋ M2 : ± 
M3: －

M1 : ＋ M2 : ± 
M3: －

M1:2 M2:2 M3:3
（8.5歳～10.5歳）

W-4 シカ 下顎遊離歯 L 1 M2 M2:5
W-4 シカ 下顎遊離歯 L 1 M3 M3:7
W-4 シカ 下顎骨破片 L 1 〇
W-4 シカ 下顎遊離歯 R 1 M2 観察不可
W-5 シカ 下顎骨 破片 L 1
W-5 シカ 下顎骨 L 1 ( × × × )
W-5 シカ 下顎骨 L 1 ( P2 × × × )
W-5 シカ 下顎骨 L 1 ( × M1 × )
W-5 シカ 下顎骨 L 1 ( × M1 ) M1: － 観察不可 M1:2（6.5歳） 舌側欠損

W-5 シカ 下顎骨 L 1 ( M2 M3  ) M2: ± M3: － M2: － M3: － M2:5 M3:6
（3.5歳）

W-5 シカ 下顎遊離歯 L 1 M1 M1:2
W-5 シカ 下顎遊離歯 L 1 M2 観察不可

W-5 シカ 下顎遊離歯
 破片 L 1 M3 観察不可

W-5 シカ 下顎骨破片 L 1 〇
W-5 シカ 下顎骨破片 L 1 〇 〇
W-5 シカ 下顎骨破片 L 1 〇
W-5 シカ 下顎骨破片 R 1 ( × × × )
W-5 シカ 下顎骨 R 1 ( × × ) 腹縁は割れて欠損、推定年齢2歳以上
W-5 シカ 下顎骨 R 1 ( P2 P3 P4  ) 腹縁は割れて欠損、推定年齢2歳以上

W-5 シカ 下顎骨 R 1 （ × P3 P4 M1 M2 M3  ) M1: ＋ M2: ＋ M3: ＋ M1: ＋ M2: ＋ M3: ＋ M1:1 M2:2 M3:2
（8.5歳～11歳）

W-5 シカ 下顎骨 R 1 ( M1 × ) M1: ＋ M1: ＋ M1:2（6.5歳）

W-5 シカ 下顎骨 R 1 ( M2 M3  ) M2: ＋ M3: ＋ M2: ＋ M3: ＋ M2:0 M3:0
（11歳以上）

W-5 シカ 下顎遊離歯 R 1  M1  M1:3
W-5 シカ 下顎遊離歯 R 1 M2 M2:3
W-5 シカ 下顎遊離歯 R 1  M2  M2:4
W-5 シカ 下顎遊離歯 R 1 M3 観察不可
W-5 シカ 下顎遊離歯 R 1 M3 M3:4

W-5 シカ 下顎結合部
 破片 R 1

W-5 シカ 下顎骨破片 R 3 〇
W-5 シカ 下顎骨破片 R 1 〇 〇
W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 ( × × × )

W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 （ × × × ) 外側に解体痕（切創）、推
定年齢2歳以上

W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 （ P2 P3 × ) 腹縁は割れて欠損
W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 ( dp2 dp3 dp4 M1 ) M1: － M1: － M1:6（0.5歳） 腹縁は割れて欠損、イヌ科咬み痕あり
W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 ( × P3 P4 M1 × ) M1: ＋ M1: ＋ M1:2（6.5歳）
W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 ( × dp4 M1 ) M1: － M1: － M1:6（0.5歳） 腹縁は割れて欠損
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表35　各調査区シカ下顎骨観察表2

調査区 分類群 部位 左右 点数 I1 I2 I3 C P2 P3 P4 M1 M2 M3 関節
突起

筋
突起

下顎
角

歯頸線出現状況
（頬側）

歯頸線出現状況
（舌側）

磨滅指数
（推定年齢） 備考

W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 （ P2 P3 P4 M1 M2 M3 ) M1 : ＋ M2 : ± 
M3: －

M1:4 M2:5 M3:7
（2.5～3歳）

W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 （ P2 P3 P4 M1 M2 M3 ) M1 : ± M2 : － 
M3: －

M1 : ＋ M2 : － 
M3: －

M1:5 M2:5 M3:7
（2.5～3歳）

W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 ( × M3 ) M3: － M3: ± M3:4（8.5歳）
W-6・7東 シカ 下顎骨 L 1 ( M3 ) M3: － M3: － M3:5（5.5歳） 腹縁は割れて欠損
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1 P3
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1 M1 M1:3
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1 M2 M2:6
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1 M2 M2:5
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1  M2  M2:4
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1 M3 M3:7
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 L 1  M3  M3:6
W-6・7東 シカ 下顎骨 R 1 （ × × × M1 ) 推定年齢2歳以上
W-6・7東 シカ 下顎骨 R 1 ( × P4 × ) 推定年齢2歳以上

W-6・7東 シカ 下顎骨 R 1 ( × M2 M3 ) M1: － M2: － M3: － M1: － M2: － M3: － M2:5 M3:7
（2.5歳～3.5歳） M2,M3は萠出途中

W-6・7東 シカ 下顎骨 R 1 ( × M2（M3）) M2: － M2: － M2:5（3.5歳） M3は歯槽内にあるが萠出
開始している

W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 R 1  M1  M1:3
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 R 1  M1  M1:2
W-6・7東 シカ 下顎遊離歯 R 1 M2 M2:5
W-6・7東 シカ 下顎骨破片 R 1 〇
W-8 シカ 下顎骨 R 1 （ × P2 P4 M1 × ) M1: ＋ M1: ＋ M1:2（6.5歳） 腹縁は割れて欠損
W-8 シカ 下顎遊離歯 R 1 M3 M3:7
W-8 シカ 下顎骨 R 1 〇

※　は焼けている資料、×は歯が脱落している歯槽、　斜体は未萠出歯

　歯種に下線を引いた資料は歯根のみ遺存している資料　　　　　　　

表36　各調査区イノシシ上顎骨観察表

出土区 分類群 部位 左右 点数 I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3 備考
J-0 イノシシ 上顎骨 R 1 ( × M3 ) 咬耗は開始している
J-1 イノシシ 上顎遊離歯 L 1 M1
J-1 イノシシ 上顎骨 L 1 （ × M3 )
J-1 イノシシ 上顎骨 R 1 （ × M3 ) 咬耗が著しく異なっており上記とは別個体
J-3 イノシシ 上顎骨 L 1 ( P4 M1 × )
J-3 イノシシ 上顎骨 L 1 ( × M2 M3 )
J-3 イノシシ 上顎遊離歯 L 1 M3
J-3 イノシシ 上顎骨 R 1 ( × M1 × )
J-3 イノシシ 上顎遊離歯 R 1 M3
W-5 イノシシ 上顎骨 L 1 ( × × × × ) ♀犬歯歯槽径12.3㎜
W-5 イノシシ 上顎骨 L 1 ( M1 × ) M1ほぼ咬耗なし
W-5 イノシシ 切歯骨 R 1 ( × × × )
W-5 イノシシ 上顎骨 R 1 ( × dp3 dp4 M1 )
W-6・7東 イノシシ 上顎遊離歯 L 1 C ♀犬歯径14.7㎜
W-6・7東 イノシシ 上顎骨 L 1 ( C × P2 P3 × × ) ♂犬歯径24.4㎜
W-6・7東 イノシシ 上顎骨 L 1 ( dp4 M1 × )
W-6・7東 イノシシ 上顎遊離歯 L 1 M1
W-6・7東 イノシシ 上顎遊離歯 L 1 M1
W-6・7東 イノシシ 上顎遊離歯 L 1 M3
W-6・7東 イノシシ 上顎骨 R 1 ( dp2 dp3 × )
W-6・7東 イノシシ 上顎骨 R 1 ( P4 × )
W-6・7東 イノシシ 上顎骨 R 1 ( × P3 P4 M1 M2 M3 )

表37　各調査区イノシシ下顎骨観察表

出土区 分類群 部位 左右 点数 I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3 備考
J-1 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 M3 咬耗進行している 推定年齢3.5歳以上
J-2 イノシシ 下顎遊離歯 R 1 M1 M1: 磨滅指数Ⅱ
J-2 イノシシ 下顎結合部 LR 1
J-3 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 M3 咬耗進行している 推定年齢3.5歳以上
J-3 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 M3 咬耗進行している 推定年齢3.5歳以上
J-3 イノシシ 下顎遊離歯 R 1  M3 
J-4 イノシシ 下顎遊離歯 R 1 M2 M2: 磨滅指数Ⅱ
W-4 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 M1 M1: 磨滅指数Ⅲ
W-5 イノシシ 下顎骨 L 1 ( × × × × P4 x ) ♂犬歯歯槽径25.2㎜ 推定年齢1.5歳以上
W-5 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 P4 咬耗あり
W-5 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 M3 咬耗開始している 推定年齢3.5歳以上
W-5 イノシシ 下顎遊離歯 R 1 I2
W-5 イノシシ 下顎骨 R 1 ( × dp4 M1 (M2) ) M2歯槽開放 推定年齢0.5歳
W-6・7東 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 I2
W-6・7東 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 P4
W-6・7東 イノシシ 下顎骨 L 1 ( × M3 )
W-6・7東 イノシシ 下顎骨 L 1 ( M3 )
W-6・7東 イノシシ 下顎遊離歯 L 1 M3
W-6・7東 イノシシ 下顎遊離歯 R 1 M2 M2: 磨滅指数Ⅶ
W-6・7東 イノシシ 下顎遊離歯 R 1  M3 

※　は焼けている資料、×は歯が脱落している歯槽、　斜体は未萠出歯

　歯種に下線を引いた資料は歯根のみ遺存している資料　　　　　　　
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J 調査区 加工骨角
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（1：2） 5cm0

動物遺存体（シカ）
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